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You can share this PDF with anyone you feel could benefit from it, downloaded the latest version 
from: gradle

It is an unofficial and free gradle ebook created for educational purposes. All the content is 
extracted from Stack Overflow Documentation, which is written by many hardworking individuals at 
Stack Overflow. It is neither affiliated with Stack Overflow nor official gradle.

The content is released under Creative Commons BY-SA, and the list of contributors to each 
chapter are provided in the credits section at the end of this book. Images may be copyright of 
their respective owners unless otherwise specified. All trademarks and registered trademarks are 
the property of their respective company owners.

Use the content presented in this book at your own risk; it is not guaranteed to be correct nor 
accurate, please send your feedback and corrections to info@zzzprojects.com
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1: gradleをいめる
Gradleはオープンソースのビルドツールです。これはJavaコミュニティでくしており、Androidの
ツールです 。

ハイライトされたGradleの

なビルドスクリプトは 、 GroovyまたはKotlinでかれたコードです。•

なコンベンションベースのアプローチをするくのコアプラグインとコミュニティプラグイン•
は 、がされていないタスクがされないようにビルドします。•
MavenとIvyのみみ。したプラグインはnpmのようなのrepositoriesからのをしrepositories 
。

•

ファーストクラスのマルチプロジェクトビルド。•
Maven 、 Antなどののビルドツールとの•

がしてGradleビルドをするをめるビルドスキャン 。•

しくは

Gradleののについては、 Gradle User Guideの を してください 。

Gradleをしてみるには、ここでガイドをチェックしてみてください。 Javaのクイックスタートガ
イドをて、めてGradleをするをび、のビルドツールからすることができます。

Examples

Gradleのインストール

インストールされたJava JDKまたはJREGradle 3.xバージョンのはバージョン7

インストール

WebサイトからGradleのをダウンロードする1. 

ZIPの2. 

GRADLE_HOMEをします。このは、ののされたファイルをすがあります。3. 
GRADLE_HOME/binをPATHにすると、コマンドラインインターフェイスCLIからGradleをできま
す。

4. 

CLIでgradle -vとして、Gradleのインストールをテストします。には、インストールされて
いるGradleのバージョンとのGradleののがまれているがあります

5. 

しいは、 のユーザーガイドにされています。

OS X / macOSでしてインストールする
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homebrewのユーザーは、してgradleをインストールできます

brew install gradle

SdkManでインストールする

SdkManのユーザーは、 をしてGradleをインストールできます。

sdk install gradle

のバージョンをインストールする

sdk list gradle 
sdk install gradle 2.14

バージョンをりえる

sdk use gradle 2.12

EclipseGradleプラグインのインストール

EclipseにGradleプラグインをインストールするためになはのとおりです。

Eclipseをき、[ ヘルプ] - > [ Eclipse Marketplace]にします1. 

バーにbuildshipとしてEnterキーをします2. 

"Buildship Gradle Integration 1.0"をし、 Installをクリックします。3. 

のウィンドウで、[  ]をクリックします。4. 

その、のとライセンスをけれてから、 Finishをクリックします。5. 

インストール、Eclipseをし、 「はい」をクリックします。6. 

こんにちは

Gradleタスクは、プロジェクトbuild.gradleファイルのGroovyコードをしてできます。これらのタ
スクは、ターミナルで> gradle [taskname]をするか、EclipseなどのIDEからタスクをすることでで
きます。

GrailsでHello Worldのをするには、Groovyをしてをコンソールにするタスクをするがあります。 
GroovyのprintLnをprintLnて、JavaのSystem.out.printLnメソッドをびして、テキストをコンソー
ルにします。

build.gradle

task hello { 
    doLast { 
        println 'Hello world!' 
    } 
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}

> gradle helloまたは> gradle -q helloをってこのタスクをすることができます。 -qは、gradleロ
グメッセージをするためにされ、タスクののみがされます。

> gradle -q hello

> gradle -q hello 
Hello world!

タスクの

まずに<< leftShiftはdoLast {closure}とです。 gradle 3.2からはされていません 。すべてのタスク
コードはbuild.gradleにきまれています。

タスクは、ビルドがするいくつかのアトミックなをします。これは、いくつかのクラ
スをコンパイルすること、JARをすること、Javadocをすること、またはいくつかの
アーカイブをリポジトリにすることであるがあります。

Gradleは、きくけて2つのタスクをサポートしています。

いくつかのタスクスタイルをてみましょう

task hello { 
    doLast{ 
       //some code 
    } 
}

または

task(hello) { 
    doLast{ 
       //some code 
    } 
}

のはです。また、 dependsOn 、 mustRunAfter 、 typeなどのようにタスクにいくつかのをすること
ができます。タスクのにのようにアクションをすることでタスクをすることができます

task hello { 
    doLast{ 
       println 'Inside task' 
    } 
} 
hello.doLast { 
    println 'added code' 
}

これをすると、のようになります。
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> gradle -q hello 
    Inside task 
    added code

タスクのにするとここでべられたけ

2つのきなタイプのタスクについてしましょう。

シンプル
アクションクロージャでしたタスク

    task hello { 
        doLast{ 
        println "Hello from a simple task" 
        } 
    }

された
されているのは、あらかじめされたをつタスクです。プロジェクトでしているすべてのプラグイ
ンは、  タスクまたはタスクです 。たちをりましょう。あなたはそれがどのようにするのかしま
す

task hello(type: HelloTask) 
 
class HelloTask extends DefaultTask { 
    @TaskAction 
    def greet() { 
        println 'hello from our custom task' 
    } 
}

また、のようにパラメータをタスクにすこともできます。

class HelloTask extends DefaultTask { 
    String greeting = "This is default greeting" 
    @TaskAction 
    def greet() { 
        println greeting 
    } 
}

これからはのようにタスクをきすことができます

   //this is our old task definition style 
task oldHello(type: HelloTask) 
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   //this is our new task definition style 
task newHello(type: HelloTask) { 
    greeting = 'This is not default greeting!' 
}

これをすると、のようになります。

> gradle -q oldHello 
This is default greeting 
 
> gradle -q newHello 
This is not default greeting!

のすべてのについては、 サイトへのプラグイン

オンラインでgradleをいめるをむ https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/894/gradleをいめる
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2: AndroidアプリケーションのGradleスクリプ
トをしたインクリメントバージョン

Examples

ビルドにインクリメントメソッドをびす

gradle.taskGraph.whenReady {taskGraph -> 
    if (taskGraph.hasTask(assembleDebug)) {  /* when run debug task */ 
        autoIncrementBuildNumber() 
    } else if (taskGraph.hasTask(assembleRelease)) { /* when run release task */ 
        autoIncrementBuildNumber() 
    } 
}

インクリメントメソッドの

 /*Wrapping inside a method avoids auto incrementing on every gradle task run. Now it runs 
only when we build apk*/ 
ext.autoIncrementBuildNumber = { 
 
    if (versionPropsFile.canRead()) { 
        def Properties versionProps = new Properties() 
        versionProps.load(new FileInputStream(versionPropsFile)) 
        versionBuild = versionProps['VERSION_BUILD'].toInteger() + 1 
        versionProps['VERSION_BUILD'] = versionBuild.toString() 
        versionProps.store(versionPropsFile.newWriter(), null) 
    } else { 
        throw new GradleException("Could not read version.properties!") 
    } 
}

プロパティファイルからへのバージョンのみりとりて

def versionPropsFile = file 'version.properties'def versionBuild

/*Setting default value for versionBuild which is the last incremented value stored in the 
file */ 
if (versionPropsFile.canRead()) { 
    def Properties versionProps = new Properties() 
    versionProps.load(new FileInputStream(versionPropsFile)) 
    versionBuild = versionProps['VERSION_BUILD'].toInteger() 
} else { 
    throw new GradleException("Could not read version.properties!") 
}

オンラインでAndroidアプリケーションのGradleスクリプトをしたインクリメントバージョンをむ 

https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/10696/androidアプリケーションのgradleスクリプトをしたイ
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ンクリメントバージョン
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3: Gradle Initスクリプト

Examples

すべてのプロジェクトにデフォルトリポジトリをする

ユーザーのgradleフォルダにinit.gradleをします。 init.gradleはすべてのプロジェクトでされます
。

Unix: ~/.gradle/init.gradle

これらは、initスクリプトをにしてロードできるのです。

USER_HOME / .gradle / init.dにある * .gradleファイル•

Gradleインストールのinit.dディレクトリにある* .gradleファイル•

すべてのプロジェクトのリポジトリとしてmavenLocalをつinit.gradle

allprojects { 
    repositories { 
        mavenLocal() 
    } 
}

これにより、すべてのリポジトリでローカルのMavenキャッシュをできるようになります。ユー
スケースは、build.gradleにmavenLocalリポジトリをしたり、ネクサス/アーティファクトサーバ
をせずに、のプロジェクトに "gradle install"をけてjarをすることです。

オンラインでGradle Initスクリプトをむ https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/4234/gradle-initスク
リプト
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4: Gradle Performance

Examples

ビルドのプロファイリング

パフォーマンスのためにGradleビルドをするに、ベースラインをして、ビルドのどのがもをやし
ているかをするがあります。これをうには、Gradleコマンドに--profileをしてビルドのプロファ
イルをします。

gradle --profile 
./gradlew --profile

ビルドがすると、ビルドのHTMLプロファイルレポートが./build/reports/profile/ 、のようにな
ります。
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[  ]のにあるタブをクリックすると、がどこでやされたかをよりにかります。

オンデマンド

ビルドプロファイリングでプロジェクトのにがかかるは、オンデマンドでするとパフォーマンス
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がするがあります。

あなたはによってオンデマンドモードにをにすることができます
$GRADLE_USER_HOME/.gradle/gradle.properties  ~/.gradle/gradle.propertiesデフォルトでは、および
org.gradle.configureondemand 。

org.gradle.configureondemand=true

のプロジェクトにしてのみにするには、わりにそのプロジェクトのgradle.propertiesファイルを
します。

オンデマンドでをにすると、すべてのプロジェクトをにするのではなく、のタスクになプロジェ
クトのみをします。

Graldeマニュアルから

オンデマンドモードのでは、されたタスクにするプロジェクトのみをしようとします
。つまり、ビルドにしているプロジェクトのbuild.gradleファイルのみをします。この
ようにして、なマルチプロジェクトのをすることができます。には、このモードはデ
フォルトモードになります。であれば、Gradleビルドののモードになります。

GradleのJVMメモリーパラメーターのチューニング

$GRADLE_USER_HOME/.gradle/gradle.properties デフォルトでは~/.gradle/gradle.properties を
~/.gradle/gradle.propertiesし、 org.gradle.jvmargsをすることで、GradleビルドとGradleデーモン
にされるメモリまたはそののJVMをまたはやすことができますorg.gradle.jvmargs 。

これらのをのプロジェクトにしてのみするには、わりにそのプロジェクトのgradle.propertiesフ
ァイルをします。

GradleビルドとGradleデーモンのデフォルトのメモリのはのとおりです。

org.gradle.jvmargs=-Xmx1024m -XX:MaxPermSize=256m

これにより、1GBのなメモリりてヒープサイズと256MBのな ""オブジェクトにするメモリりてが
になります。これらのサイズにすると、ガベージコレクションがし、パフォーマンスがにするが
あります。

をっているとすると、のようにに2にすることができます

org.gradle.jvmargs=-Xmx2024m -XX:MaxPermSize=512m

XX:MaxPermSizeがXmxをったには、 XX:MaxPermSizeすぐにするのをめることができます。

Gradleデーモンをする
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Gradle Daemonをにすると、ビルドのパフォーマンスがします。

Gradleデーモンは、Gradle Frameworkをしてしたままにし、プロジェクトデータをメモリにキャ
ッシュしてパフォーマンスをさせます。

シングルビルドの

ののためのデーモンをにするには、にすことができ--daemonあなたにをgradleコマンドやGradleの
ラッパースクリプト。

gradle --daemon 
./gradlew --daemon

プロジェクトのすべてのビルドについて

プロジェクトのすべてのビルドにしてデーモンをにするには、をします。

org.gradle.daemon=true

プロジェクトのgradle.propertiesファイル。

すべてのビルド

Gradleデーモンをデフォルトでにするには、システムのユーザーアカウントによってわれたすべ
てのビルドにして、 $GRADLE_USER_HOME/.gradle/gradle.properties デフォルトで
~/.gradle/gradle.properties を~/.gradle/gradle.propertiesし、のをします。

org.gradle.daemon=true

また、Mac / Linux / * nixシステムののコマンドでこれをうこともできます

touch ~/.gradle/gradle.properties && echo "org.gradle.daemon=true" >> 
~/.gradle/gradle.properties

またはWindowsの

(if not exist "%USERPROFILE%/.gradle" mkdir "%USERPROFILE%/.gradle") && (echo 
org.gradle.daemon=true >> "%USERPROFILE%/.gradle/gradle.properties")

デーモンの

--no-daemonをしてのビルドのデーモンをにするか、プロジェクトのgradle.propertiesファイルに
org.gradle.daemon=falseにしてのプロジェクトにして--no-daemonにすることができます。

デーモンの

デーモンプロセスをでするは、オペレーティングシステムのタスクマネージャをしてプロセスを
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gradle --stopするか、 gradle --stopコマンドをします。 --stopスイッチは、Gradleにコマンドを
するためにされたじGradleバージョンののすべてのDaemonプロセスがするようにします。、デ
ーモンプロセスは、* 3のがあったににします*。

Gradle Parallelビルド

Gradleは、プロジェクトのになく、デフォルトでに1つのタスクしかしません。 --parallelスイッ
チをすることで、Gradleに、またはなプロジェクトのないサブプロジェクトをにさせることがで
きます。これらのタスクがするり、のタスクをにできますなるプロジェクト。

モードでプロジェクトをビルドするには

gradle build --parallel

また、プロジェクトのgradle.propertiesファイルにのをすることで、プロジェクトのデフォルトを
にすることもできます。

org.gradle.parallel=true

のGradleバージョンをする

Gradleチームは、Gradleビルドのさまざまなのパフォーマンスをさせるためににいています。バ
ージョンのGradleをしている、そののメリットをしてしまいます。 Gradleのバージョンにアップ
グレードして、どのようながあるかしてください。そうすることは、Gradleのマイナーバージョ
ンでにわずかながこるため、リスクはいです。

Gradleラッパーのプロパティーファイルは、プロジェクトフォルダーのgradle-wrapper.properties 

gradle/wrapper/にあり、 gradle-wrapper.propertiesというgradle-wrapper.propertiesです。そのファ
イルのはのようになります。

distributionBase=GRADLE_USER_HOME 
distributionPath=wrapper/dists 
zipStoreBase=GRADLE_USER_HOME 
zipStorePath=wrapper/dists 
distributionUrl=https\://services.gradle.org/distributions/gradle-X.X.X.zip

でバージョンXXX のバージョンをYYY しいバージョンにすることができます。にラッパーをすると
、しいバージョンがにダウンロードされます。

オンラインでGradle Performanceをむ https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/3443/gradle-
performance
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5: Gradle Wrapper

Examples

Gradle WrapperとGit

でしたように、 gradlewコマンドがされたときにされるjarがプロジェクトにダウンロードされるた
め、 gradlew wrapperがします。しかし、これはコミットされないかもしれませんし、プロジェク
トがチェックアウトされた、 gradlewはエラーでされません

Error: Could not find or load main class org.gradle.wrapper.GradleWrapperMain

これはあなたの.gitignoreにJavaプロジェクトの*jarがまれるがいためです。グラデルラッパーが
されると、それはgradle/wrapper/gradle-wrapper.jarファイルにコピーされgradle/wrapper/gradle-

wrapper.jar 。したがって、gitインデックスにしてコミットするがあります。そうする

git add -f gradle/wrapper/gradle-wrapper.jar 
git ci

-fをすることで

Gradleラッパーの

Gradleには、プロジェクトにラッパーをするがあります。このラッパーは、すべてのユーザーま
たはインテグレーションシステムがGradleをインストールするをします。また、プロジェクトが
するバージョンとユーザーがインストールしたバージョンとのにがないバージョンのをします。
これは、プロジェクトにローカルにバージョンのgradleをインストールすることでいます。

このプロジェクトのユーザーは、にをします。

> ./gradlew <task> # on *Nix or MacOSX 
> gradlew <task>   # on Windows

ラッパーをするようにプロジェクトをセットアップするには、はのようにします。

1. 

gradle wrapper [--gradle-version 2.0]

--gradle-version Xはオプションで、されていないまたはにすようにラッパータスクがまれていな
い、されているバージョンはされているgradleのバージョンです。

プロジェクトでのバージョンをするようにするには、 build.gradleのをします。1. 
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task wrapper(type: Wrapper) { 
    gradleVersion = '2.0' 
}

gradle wrapperコマンドをすると、ファイルがされます。

the_project/ 
  gradlew 
  gradlew.bat 
  gradle/wrapper/ 
    gradle-wrapper.jar 
    gradle-wrapper.properties

こののドキュメントはhttps://docs.gradle.org/current/userguide/gradle_wrapper.htmlにあります 
。

Gradle WrapperでローカルにされるGradleをする

オンプレミスのGradleのコピーをし、Wrapperがビルドでそれをできるようにするには、 wrapper
タスクのコピーをすdistributionUrlをします。

task wrapper(type: Wrapper) { 
    gradleVersion = '2.0' 
    distributionUrl = "http\://server/dadada/gradle-${gradleVersion}-bin.zip" 
}

gradlew gradle wrapperをすると、シェルスクリプトgradlewがされ、 gradle/wrapper/gradle-
wrapper.propertiesは、されたURLをしてGradleをダウンロードするようにされます。

プロキシのにあるGradle Wrapperの

ユーザーは、プロジェクトのgradlew 、つのなことをうということをすべきです。

ラッパーがしているgradleのバージョンがに/ .gradle / wrapper / distsにあるかどうかをして
ください

1. 

そうでないは、インターネットからバージョンのアーカイブをダウンロードしてください2. 

すべてのトラフィックがプロキシをするがあるにいる、ステップ2はするなプロキシでないり。そ
の、 JVMプロキシパラメータがされていることをするがあります。

たとえば、なしでなプロキシをっているは、JAVA_OPTSまたはGRADLE_OPTSをのようにします。

-Dhttps.proxyPort=<proxy_port> -Dhttps.proxyHost=<hostname>

したがって、したウィンドウのはのようになります。

set JAVA_OPTS=-Dhttps.proxyPort=8080 -Dhttps.proxyHost=myproxy.mycompany.com
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ただし、にもがなは、のオプションもhttps://docs.oracle.com/javase/8/docs/api/java/net/doc-

files/net-propertiesでしてください。 html 。

このプロキシは、リポジトリへのアクセスのプロキシにされています。

オンラインでGradle Wrapperをむ https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/3006/gradle-wrapper
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6: Gradleの
タスク - ビルドがするアトミックな。タスクには、 inputs 、 outputs 、およびタスクのがあ
ります。

•

dependencies {} - タスクのになFileまたはバイナリのをしFile 。たとえば、 org.slf4j:slf4j-
api:1.7.21は、Mavenへのです。

•

repositories {} - のためにGradleがファイルをつける。に、グループ、、バージョンにされ
たファイルのまりです。 jcenter()は、 Bintray Mavenリポジトリであるmaven { url 

'http://jcenter.bintray.com/' } }なメソッドです 。

•

Examples

しいJavaライブラリの

Gradleのインストール

Gradleをインストールしたら、することでしいプロジェクトまたはのプロジェクトをセットアッ
プできます

cd $PROJECT_DIR 
gradle init --type=java-library

Scalaのようなのプロジェクトタイプもありますが、このではJavaをします。

あなたはのようになります

. 
├── build.gradle 
├── gradle 
│   └── wrapper 
│       ├── gradle-wrapper.jar 
│       └── gradle-wrapper.properties 
├── gradlew 
├── gradlew.bat 
├── settings.gradle 
└── src 
    ├── main 
    │   └── java 
    │       └── Library.java 
    └── test 
        └── java 
            └── LibraryTest.java

はgradle tasksをし、 build.gradleファイルがのものであっても、 jarをビルドし、 testし、 
javadocすることができることをできます。

apply plugin: 'java' 
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repositories { 
    jcenter() 
} 
 
dependencies { 
    compile 'org.slf4j:slf4j-api:1.7.21' 
    testCompile 'junit:junit:4.12' 
}

オンラインでGradleのをむ https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/2247/gradleの
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7: Gradleプラグイン

Examples

`buildSrc`からのなgradleプラグイン

あなたのgradleプロジェクトのカスタムプラグインとDSLののな。  
このサンプルでは、プラグインをする3つののうちの1つをしています。  
3つのがあります

をなして•
buildSrc•
スタンドアロンプラグイン•

このは、 buildSrcフォルダからプラグインをするをしています。

このサンプルでは、5つのファイル

// project's build.gradle 
build.gradle 
// build.gradle to build the `buildSrc` module 
buildSrc/build.gradle 
// file name will be the plugin name used in the `apply plugin: $name` 
// where name would be `sample` in this example 
buildSrc/src/main/resources/META-INF/gradle-plugins/sample.properties 
// our DSL (Domain Specific Language) model 
buildSrc/src/main/groovy/so/docs/gradle/plugin/SampleModel.groovy 
// our actual plugin that will read the values from the DSL 
buildSrc/src/main/groovy/so/docs/gradle/plugin/SamplePlugin.groovy

build.gradle

group 'so.docs.gradle' 
version '1.0-SNAPSHOT' 
 
apply plugin: 'groovy' 
// apply our plugin... calls SamplePlugin#apply(Project) 
apply plugin: 'sample' 
 
repositories { 
    mavenCentral() 
} 
 
dependencies { 
    compile localGroovy() 
} 
 
// caller populates the extension model applied above 
sample { 
    product = 'abc' 
    customer = 'zyx' 
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} 
 
// dummy task to limit console output for example 
task doNothing <<{}

buildSrc / build.gradle

apply plugin: 'groovy' 
 
repositories { 
    mavenCentral() 
} 
 
dependencies { 
    compile localGroovy() 
}

buildSrc / src / main / groovy / so / docs / gradle / plugin / SamplePlugin.groovy

package so.docs.gradle.plugin 
 
import org.gradle.api.Plugin 
import org.gradle.api.Project 
 
class SamplePlugin implements Plugin<Project> { 
    @Override 
    void apply(Project target) { 
        // create our extension on the project for our model 
        target.extensions.create('sample', SampleModel) 
        // once the script has been evaluated the values are available 
        target.afterEvaluate { 
            // here we can do whatever we need to with our values 
            println "populated model: $target.extensions.sample" 
        } 
    } 
}

buildSrc / src / main / groovy / so / docs / gradle / plugin / SampleModel.groovy

package so.docs.gradle.plugin 
 
// define our DSL model 
class SampleModel { 
    public String product; 
    public String customer; 
 
    @Override 
    public String toString() { 
        final StringBuilder sb = new StringBuilder("SampleModel{"); 
        sb.append("product='").append(product).append('\''); 
        sb.append(", customer='").append(customer).append('\''); 
        sb.append('}'); 
        return sb.toString(); 
    } 
}

buildSrc / src / main / resources / META-INF / gradle-plugins / sample.properties
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implementation-class=so.docs.gradle.plugin.SamplePlugin

このをすると、DSLブロックのびしからされたをることができます

 $ ./gradlew -q doNothing 
SampleModel{product='abc', customer='zyx'}

スタンドアロンプラグインの

javaをしてカスタムスタンドアロンのGradleプラグインをするにはGroovyもできます、のような
をするがあります。

plugin 
|-- build.gradle 
|-- settings.gradle 
|-- src 
    |-- main 
    |   |-- java 
    |   |-- resources 
    |       |-- META-INF 
    |           |-- gradle-plugins 
    |-- test

セットアップのグラデル
build.gradleファイルでプロジェクトをします。

apply plugin: 'java' 
apply plugin: 'maven' 
 
dependencies { 
    compile gradleApi() 
} 

javaプラグインは、Javaコードのにされます。  
gradleApi()は、Gradleプラグインのになすべてのメソッドとプロパティをします。

settings.gradleファイルでのようにします。

rootProject.name = 'myplugin' 

MavenにアーティファクトIDをします 。  
settings.gradleファイルがプラグインディレクトリにしない、デフォルトはディレクトリのにな
ります。

プラグインの
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Pluginインタフェースをするsrc/main/java/org/sample/MyPlugin.javaクラスをします。

import org.gradle.api.Plugin; 
import org.gradle.api.Project; 
 
public class MyPlugin implements Plugin<Project> { 
 
    @Override 
    public void apply(Project project) { 
         project.getTasks().create("myTask", MyTask.class); 
    } 
 
} 

DefaultTaskクラスをするタスクをします。

import org.gradle.api.DefaultTask; 
import org.gradle.api.tasks.TaskAction; 
 
public class MyTask extends DefaultTask { 
 
    @TaskAction 
    public void myTask() { 
        System.out.println("Hello World"); 
    } 
}

プラグインクラスの
META-INF/gradle-pluginsフォルダでは、プラグインクラスをするimplementation-classプロパティを
するプロパティファイルをするがあります。

META-INF/gradle-plugins/testplugin.properties

implementation-class=org.sample.MyPlugin.java

プロパティfilenameがプラグインIDとすることにしてください。

それをしする
build.gradleファイルをして、プラグインをMavenリポジトリにアップロードするためのをします
。

apply plugin: 'java' 
apply plugin: 'maven' 
 
dependencies { 
    compile gradleApi() 
} 
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repositories { 
    jcenter() 
} 
 
 
group = 'org.sample' 
version = '1.0' 
 
uploadArchives { 
    repositories { 
        mavenDeployer { 
        repository(url: mavenLocal().url) 
        } 
    } 
} 

のコマンドをして、 plugin/build.gradleファイルでされたMavenレポにGradleプラグインをビル
ドしてすることができます。

$ ./gradlew clean uploadArchives 

どうやってうのですか
プロジェクトのbuild.gradleでプラグインのをするには

buildscript { 
     repositories { 
         mavenLocal() 
     } 
 dependencies { 
    classpath group: 'org.sample',    // Defined in the build.gradle of the plugin 
              name: 'myplugin',       // Defined by the rootProject.name 
              version: '1.0' 
    } 
 } 
 
apply plugin: 'testplugin'            // Defined by the properties filename

に、のコマンドをしてタスクをびすことができます。

 $ ./gradlew myTask

オンラインでGradleプラグインをむ https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/1900/gradleプラグイン
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8: IntelliJ IDEAタスクのカスタマイズ
groovy.util.Node = node.find {childNode - > trueをす|| false}•
node.appendnodeYouWantAsAChild•
groovy.util.Node parsedNode =しいXmlParser。parseTextsomeRawXMLString•

'' 'マルチラインされない' ''•

IntelliJプロジェクトの3つのファイルipr、iws、およびimlファイルには、アイデアタスクのgradle

でアクセスすることができます。

project.ipr 
module.iml 
workspace.iws

.withXmlをすると、xmlにアクセスできます。 .asNodeをすると、Groovy XMLノードになります
。

project.ipr.withXml { provider -> 
    def node = provider.asNode()

そこからかなりです - あなたのためにIntelliJプロジェクトをするためにgradleをし、にファイルを
りし、IntelliJでgradleをしたいアクションをし、いファイルでしいファイルをします。アイデア
ジョブをカスタマイズするためになXMLがされます。また、XMLのどこにしているのかをメモす
るがあります。

すべきのもう1つは、グラデーションのアイデアをすると、IntelliJファイルにノードがしないよう
にすることです。したがって、するノードをしたいは、そのノードをしてすることができます。

とし

によっては、findメソッドのに==をするとします。テストするとはそれがであるとわかります、
は.containsをします。

ノードをするときは、としてしているがすべてのノードにあるわけではありませんので、ずnullを
してください。

Examples

をする

このの

あなたにはクラスfoo.bar.Bazます。•
メインメソッドをするをしたいとします。•
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これはfooBarというモジュールにあります。•

あなたのgradleファイル

idea { 
    workspace.iws.withXml { provider -> 
        // I'm not actually sure why this is necessary 
        def node = provider.asNode() 
 
        def runManager = node.find { it.@name.contains('RunManager')} 
 
        // find a run configuration if it' there already 
        def runner = runManager.find { it.find ({ mainClass -> 
            return mainClass.@name != null && mainClass.@name == "MAIN_CLASS_NAME" && 
mainClass.@value != null && mainClass.@value.contains('Baz'); 
        }) != null } 
 
        // create and append the run configuration if it doesn't already exists 
        if (runManager != null && runner == null){ 
            def runnerText = ''' 
                <configuration default="false" name="Baz" type="Application" 
factoryName="Application" nameIsGenerated="true"> 
                  <extension name="coverage" enabled="false" merge="false" runner="idea"> 
                    <pattern> 
                      <option name="PATTERN" value="foo.bar.Baz" /> 
                      <option name="ENABLED" value="true" /> 
                    </pattern> 
                  </extension> 
                  <option name="MAIN_CLASS_NAME" value="foo.bar.Baz" /> 
                  <option name="VM_PARAMETERS" value="" /> 
                  <option name="PROGRAM_PARAMETERS" value="" /> 
                  <option name="WORKING_DIRECTORY" value="file://$PROJECT_DIR$" /> 
                  <option name="ALTERNATIVE_JRE_PATH_ENABLED" value="false" /> 
                  <option name="ALTERNATIVE_JRE_PATH" /> 
                  <option name="ENABLE_SWING_INSPECTOR" value="false" /> 
                  <option name="ENV_VARIABLES" /> 
                  <option name="PASS_PARENT_ENVS" value="true" /> 
                  <module name="foobar" /> 
                  <envs /> 
                  <method /> 
                </configuration>''' 
            runner = (new XmlParser()).parseText(runnerText) 
            runManager.append(config); 
        } 
 
        // If there is no active run configuration, set the newly made one to be it 
        if (runManager != null && runManager.@selected == null) { 
            runManager.@selected="${runner.@factoryName}.${runner.@name}" 
        } 
    } 
}

オンラインでIntelliJ IDEAタスクのカスタマイズをむ 

https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/2297/intellij-ideaタスクのカスタマイズ
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9: サードパーティのプラグインの

Examples

build.gradleにサードパーティのプラグインをする

Gradleすべてのバージョン このメソッドは、すべてのバージョンのgradle

buildscriptコードをbuild.gradleファイルのにします。

buildscript { 
  repositories { 
    maven { 
      url "https://plugins.gradle.org/m2/" 
    } 
  } 
  dependencies { 
    classpath "org.example.plugin:plugin:1.1.0" 
  } 
} 
 
apply plugin: "org.example.plugin"

Gradleバージョン2.1+ このメソッドは、Gradle 2.1をするプロジェクトでのみします。

plugins { 
  id "org.example.plugin" version "1.1.0" 
}

のサードパーティのプラグインをしたbuild.gradle

Gradleすべてのバージョン

のサードパーティプラグインをする、それらをbuildscriptAllまたはPlugin2.1+コードののインスタ
ンスにするはなく、しいプラグインをのプラグインとにできます。

buildscript { 
  repositories { 
    maven { 
      url "https://plugins.gradle.org/m2/" 
    } 
  } 
  dependencies { 
    classpath "org.example.plugin:plugin:1.1.0" 
    Classpath "com.example.plugin2:plugin2:1.5.2" 
  } 
} 
 
apply plugin: "org.example.plugin" 
apply plugin: "com.example.plugin2"
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Gradleバージョン2.1

plugins { 
  id "org.example.plugin" version "1.1.0" 
  id "com.example.plugin2" version "1.5.2" 
}

オンラインでサードパーティのプラグインのをむ https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/9183/サー
ドパーティのプラグインの
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10: タスクの
doLast

してください、 gradle 3.xよりなでは、タスク な doLast {closure}をするわりに、 "leftShift"<<

をすることをおめします leftleftはgralele 5.0でです。 。

task oldStyle << { 
    println 'Deprecated style task' 
 }

のものとです。

task newStyle { 
    doLast { 
    println 'Deprecated style task' 
    } 
 }

Examples

タスクをしたの

dependsOnメソッドでタスクのをできます。

task A << { 
    println 'Hello from A' 
} 
task B(dependsOn: A) << { 
    println "Hello from B" 
}

`dependsOnをします

タスクBはタスクAにする•

BタスクがされるにタスクをするためA Gradle。•

はのとおりです。

> gradle -q B 
Hello from A 
Hello from B

のプロジェクトからをする

project('projectA') { 
    task A(dependsOn: ':projectB:B') << { 
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        println 'Hello from A' 
    } 
} 
 
project('projectB') { 
    task B << { 
        println 'Hello from B' 
    } 
}

のプロジェクトのタスクをするには、タスクののに :projectB:Bというプロジェクトのパスを
:projectB:B 。

はのとおりです。

> gradle -q B 
Hello from A 
Hello from B

タスクオブジェクトをしたの

task A << { 
    println 'Hello from A' 
} 
 
task B << { 
    println 'Hello from B' 
} 
 
B.dependsOn A

これは、 タスクをするわりにをするのです。

そしてはじです

> gradle -q B 
Hello from A 
Hello from B

のの

のをできます。

task A << { 
    println 'Hello from A' 
} 
 
task B << { 
    println 'Hello from B' 
} 
 
task C << { 
    println 'Hello from C' 
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} 
 
task D << { 
    println 'Hello from D' 
}

これでのをできます。

B.dependsOn A 
C.dependsOn B 
D.dependsOn C

はのとおりです。

> gradle -q D 
Hello from A 
Hello from B 
Hello from C 
Hello from D

そのの

B.dependsOn A 
D.dependsOn B 
D.dependsOn C

はのとおりです。

> gradle -q D 
Hello from A 
Hello from B 
Hello from C 
Hello from D

dependsOnメソッドによるの

のをできます。

task A << { 
    println 'Hello from A' 
} 
 
task B(dependsOn: A) << { 
    println 'Hello from B' 
} 
 
task C << { 
    println 'Hello from C' 
} 
 
task D(dependsOn: ['B', 'C'] << { 
    println 'Hello from D' 
}
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はのとおりです。

> gradle -q D 
Hello from A 
Hello from B 
Hello from C 
Hello from D

オンラインでタスクのをむ https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/5545/タスクの
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11: ネイティブソースをむ - 

パラメーター

パラメーター

model.android.ndk.toolchain ndk-bundleフォルダにあるネイティブツールチェイン

Examples

Basic JNI Gradle Config

rootbuild.gradle

buildscript { 
    repositories { 
        jcenter() 
    } 
    dependencies { 
        classpath 'com.android.tools.build:gradle-experimental:0.8.0-alpha4' 
    } 
} 
 
allprojects { 
    repositories { 
        jcenter() 
    } 
}

アプリbuild.gradle

apply plugin: 'com.android.model.application' 
 
dependencies { 
    compile "com.android.support:support-v4:23.3.0" 
    compile fileTree(dir: 'libs', include: '*.jar') 
} 
 
model { 
    android { 
        compileSdkVersion = 23 
        buildToolsVersion = '23.0.3' 
 
        defaultConfig { 
            applicationId = 'com.example.hello' 
            minSdkVersion.apiLevel = 9 
            targetSdkVersion.apiLevel = 23 
 
            buildConfigFields { 
                create() { 
                    type "int" 
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                    name "VALUE" 
                    value "1" 
                } 
            } 
        } 
 
        ndk { 
            platformVersion = 9 
            moduleName "hello" 
 
            toolchain "clang" 
 
            stl "gnustl_static" 
            CFlags.add("-DANDROID_NDK") 
            cppFlags.add("-std=c++11") 
 
            ldLibs.add("android") 
            ldLibs.add("dl") 
            ldLibs.add("log") 
        } 
 
        sources { 
            main { 
                jni { 
                    exportedHeaders { 
                        srcDirs "../../common/headers" 
                    } 
                    source { 
                        srcDirs "../../common/src" 
                    } 
                } 
            } 
        } 
    } 
}

めビルドされたライブラリとOpenGL ES 2.0の

rootbuild.gradle

buildscript { 
    repositories { 
        jcenter() 
    } 
    dependencies { 
        classpath 'com.android.tools.build:gradle-experimental:0.8.0-alpha4' 
    } 
} 
 
allprojects { 
    repositories { 
        jcenter() 
    } 
}

アプリbuild.gradle
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apply plugin: 'com.android.model.application' 
 
dependencies { 
    compile "com.android.support:support-v4:23.3.0" 
    compile fileTree(dir: 'libs', include: '*.jar') 
} 
 
model { 
    android { 
        compileSdkVersion = 23 
        buildToolsVersion = '23.0.3' 
 
        defaultConfig { 
            applicationId = 'com.example.glworld' 
            minSdkVersion.apiLevel = 9 
            targetSdkVersion.apiLevel = 23 
 
            buildConfigFields { 
                create() { 
                    type "int" 
                    name "VALUE" 
                    value "1" 
                } 
            } 
        } 
 
        buildTypes { 
            release { 
                minifyEnabled = false 
                proguardFiles.add(file('proguard-rules.txt')) 
            } 
        } 
 
        ndk { 
            platformVersion = 9 
            moduleName "glworld" 
 
            toolchain "clang" 
 
            stl "gnustl_static" 
            CFlags.add("-DANDROID_NDK") 
            CFlags.add("-DDISABLE_IMPORTGL") 
            CFlags.add("-DFT2_BUILD_LIBRARY=1") 
            cppFlags.add("-std=c++11") 
 
            ldLibs.add("EGL") 
            ldLibs.add("android") 
            ldLibs.add("GLESv2") 
            ldLibs.add("dl") 
            ldLibs.add("log") 
        } 
 
        sources { 
            main { 
                jni { 
                    dependencies { 
                        library "freetype2" linkage "shared" 
                    } 
                    exportedHeaders { 
                        srcDirs "../../common/headers" 
                    } 
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                    source { 
                        srcDirs "../../common/src" 
                    } 
                } 
            } 
        } 
    } 
 
    repositories { 
        prebuilt(PrebuiltLibraries) { 
            freetype2 { 
                headers.srcDir "../../common/freetype2-android/include" 
                binaries.withType(SharedLibraryBinary) { 
                    def localLib = "../../common/freetype2-android/Android/libs" 
                    sharedLibraryFile = 
                            file("$localLib/${targetPlatform.getName()}/libfreetype2.so") 
                } 
            } 
        } 
    } 
} 
 
// The next tasks compile a freetype library using a make file. 
// These `.so`'s are then used as the shared libraries compiled above. 
tasks.withType(JavaCompile) { 
    compileTask -> compileTask.dependsOn buildNative 
} 
 
// Call regular ndk-build (.cmd) script from the app directory 
task buildNative(type: Exec) { 
    def ndkDir = "/Development/android-sdk-macosx/ndk-bundle" 
    commandLine "$ndkDir/ndk-build", 
            '-C', 
            file('../../common/freetype2-android/Android/jni').absolutePath 
} 
 
task cleanNative(type: Exec) { 
    def ndkDir = "/Development/android-sdk-macosx/ndk-bundle" 
    commandLine "$ndkDir/ndk-build", 
            '-C', 
            file('../../common/freetype2-android/Android/jni').absolutePath, 
            "clean" 
} 
 
clean.dependsOn cleanNative

オンラインでネイティブソースをむ - をむ https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/4460/ネイティブ
ソースをむ---
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12: 

Examples

ローカルJARファイルのをする

シングルJAR

によっては、GradleビルドにとしてするがあるローカルJARファイルがあります。これをうはの
とおりです

dependencies { 
    compile files('path/local_dependency.jar') 
}

pathはファイルシステムのディレクトリパスで、 local_dependency.jarはローカルJARファイルの
です。 pathは、ビルドファイルからのpathすることができます。

JARのディレクトリ
jarのディレクトリをしてコンパイルすることもできます。これはそうすることができます

dependencies { 
        compile fileTree(dir: 'libs', include: '*.jar') 
}

ここで、 libsはjarと*.jarをむディレクトリになります。これには、ファイルにめるフィルタがあ
ります。

リポジトリとしてのJARのディレクトリ
リポジトリのjarファイルをパスにするものとしてするのではなく、するがあるは、flatDirリポジ
トリをできます。

repositories { 
    flatDir { 
        dirs 'libs' 
    } 
}

libsディレクトリとそのディレクトリのjarファイルをします。
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をする

Gradleのは、 Mavenとじフォーマットにいます。はのようにされます。

group:name:version

ここにがあります

'org.springframework:spring-core:4.3.1.RELEASE'

コンパイルのとしてするには、このをGradleビルドファイルのdependencyブロックにするだけです
。

compile 'org.springframework:spring-core:4.3.1.RELEASE'

このためののでは、のコンポーネントににをけます。

compile group: 'org.springframework', name: 'spring-core', version: '4.3.1.RELEASE'

コンパイルにがされます。

は、テストにのみすることもできます。ここにがあります

testCompile group: 'junit', name: 'junit', version: '4.+'

のGradleプロジェクトにする

マルチプロジェクトのグラデルビルドの、ビルドののプロジェクトにするがあることがあります
。これをするには、プロジェクトのにのようにします。

dependencies { 
    compile project(':OtherProject') 
}

':OtherProject'は、ディレクトリのルートからされるプロジェクトの':OtherProject'です。

':OtherProject' build.gradleファイルのコンテキストでできるようにするには、これをする
settings.gradleしsettings.gradle

include ':Dependency' 
project(':Dependency').projectDir = new File('/path/to/dependency')

よりなについては、 ここで Gradleのドキュメントをすることができます 。

リストの
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dependenciesタスクをびすと、ルートプロジェクトのをることができます。

gradle dependencies

そのは、によってされるグラフなをしたものです。されたをするには、すことができ--

configurationするために1つのしたにくオプションを

gradle dependencies --configuration compile

サブプロジェクトのをするには、 <subproject>:dependenciesタスクをします。たとえば、 apiとい
うのサブプロジェクトのをするには

gradle api:dependencies

リポジトリの

Gradleがプラグインのをすようにして、Gradleがそれらをつけることができるようにするがあり
ます。これをうには、 build.gradle repositories { ... }をしrepositories { ... } 。

に、3つのリポジトリ、 JCenter 、 Mavenリポジトリ 、およびMavenスタイルのをするカスタム
リポジトリをするをします。

repositories { 
  // Adding these two repositories via method calls is made possible by Gradle's Java plugin 
  jcenter() 
  mavenCentral() 
 
  maven { url "http://repository.of/dependency" } 
}

gradleをって.aarファイルをAndroidプロジェクトにする

プロジェクトのappモジュールにし、 libsディレクトリをします。1. 
そこに.aarファイルをきます。たとえば、 myLib.aarです。2. 
のコードをappレベルのbuild.gradleファイルのandroidブロックにします。3. 

  repositories { 
        flatDir { 
            dirs 'libs' 
        } 
    }

こので、 appモジュールのlibsフォルダをすのしいリポジトリをしました。

のコードをdependenciesブロックまたはbuild.gradleファイルにします。4. 

compile(name:'myLib', ext:'aar')
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オンラインでをむ https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/2524/
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13: タスク
mustRunAfterとshouldRunAfterは「インキュベート」Gradle 3.0とマークされています。
これはなであり、のリリースでがされるがあることをしています。

なルールは2つあります。

mustRunAfter•
shouldRunAfter•

mustRunAfterけルールをするときは、taskAとtaskBのがされるたびにtaskBがにtaskAのにされるが
あることをします。

shouldRunAfterけルールは、2つのでされるため、ていますがではありません。

そのルールをしているは、サイクルがされます。•
をしていて、タスクのすべてのがshouldRunAfterタスクとはにたされている、このタスクは
shouldRunAfterがされたかどうかにかかわらずされます。

•

Examples

mustRunAfterメソッドによる

task A << { 
    println 'Hello from A' 
} 
task B << { 
    println 'Hello from B' 
} 
 
B.mustRunAfter A

B.mustRunAfter Aは、としてされたタスクのにタスクをするようにGradleにします。

はのとおりです。

> gradle -q B A 
Hello from A 
Hello from B

けは、AタスクとBタスクのにをしませんが、 のタスクがのスケジュールされているにのみがあ
ります。

これは、タスクAとBをしてできることをします。

はのとおりです。
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> gradle -q B 
Hello from B

オンラインでタスクをむ https://riptutorial.com/ja/gradle/topic/5550/タスク
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